
正誤表 

 

このたびは、弊社刊『大学入学共通テスト 政治・経済の点数が面白いほどとれる本』（初

版）の記述に誤りがありました。お詫びとともに訂正させて頂きます。 

 

p.27  「まとめ」のロックの特徴 

（誤） 人民主権論 

 

（正） 国民主権論 

 

 

p.39  上から４行目 

（誤） 1996年 

 

（正） 1966年 

 

 

p.50  参考内の※ 

（誤） 共租党 

 

（正） 共和党 

 

 

p.52  「まとめ」の司法 

（誤） 日本と同じく抽象的違憲審査制を採用している。 

 

（正） 日本と同じく付随的違憲審査制を採用している。 

 

 

p.56  「まとめ」内の【違憲立法審査権】の項目の、アメリカと日本 

（誤） 抽象的審査制 

 

（正） 付随的審査制 

 

 



p.85 「平等権に関する国際的な取り組み」内の「人種差別撤廃条約」 

（誤） 1999批准 

 

（正） 1995批准 

 

 

p.85 「平等権に関する国際的な取り組み」内の「障害者権利条約」 

（誤） 日本は未批准 

 

（正） 日本は 2014批准 

 

 

p.105 「参考」の囲み 

（誤） A－小売市場距離制限訴訟…小売市場の距離制限に対し、積極目的規制の立場を採

り、合憲と判断された。 

 

（正） A－たばこ小売販売業の距離制限事件 

 

 

p.137 「参考」内 

（誤） 裁判官追試委員会（衆・参各院 7名） 

 

（正） 裁判官追試委員会（衆・参各院 10名） 

 

 

p.139 「理解を深める」内 

簡易裁判所から高等裁判所へ向かう赤い矢印を黒い矢印に修正 

※刑事裁判の場合、控訴審は高等裁判所になります。 

 

 

p. 168 

2行目の「これでは今まで当選していた人が当選できなく可能性があるため、」を削除 

 

 

 

 



p.179 最上部の左から 2つ目の政党名 

（誤） 日本共産党 

 

（正） 日本社会党 

 

 

p.211 下から 10行目 

（誤） ICBN 

 

（正） ICBM 

 

 

p.214 「まとめ 主な軍縮・軍備管理条約」の最後の「核兵器禁止条約」 

（誤） 未発効 

 

（正） 2021発効 

 

 

p.270 「理解を深める」内の囲みの直後 

（誤） 「（Domestic）」 

 

（正） 「D（Domestic）」 

 

 

p.298 「理解を深める」 景気循環の理論 表中の名称と周期 

（誤） クズネッツの波 15～10年の周期の中期波動 

 

（正） クズネッツの波 約 20年の周期の中期波動 

 

 

p.390 下から４行目 

（誤） 高度経済成 

 

（正） 高度経済成長 

 

 



p.398 下から１０行目 

（誤） ILO（国際労働時間） 

 

（正） ILO（国際労働機関） 

 

 

p.423 【図２】内の「イギリス」の箇所 

（誤） ※100人で 1反できるから 200人だと 2.2反できる。 

 

（正） ※100人で 1反できるから 220人だと 2.2反できる。 

 

 

p.428 中央上部の囲み 

日本とアメリカのインフレ率の分子と分母が反対 

（「アメリカのインフレ率」が分母、「日本のインフレ率」が分子です） 

 

 

p.433 上から３行目 

（誤） 誰も買わない。輸出に不利 

 

（正） 誰も買わない。輸入に不利 

 

 

p.436 グラフの次の文章 

（誤） 2019年末～もう少しで黒字化しそうになっている 

 

（正） 2019年についに黒字化した。 

 

 

p.456 囲み内の本文１行目 

（誤） オーストラリア 

 

（正） チリ 

 

 

 



p.456 「世界の主な地域的経済連合」 

（誤） ⑤RCEP（16カ国） 

 

（正） ⑤RCEP（15カ国） ※インドを削除 

 

最終更新日：2023年 1月 20日 


